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所リンパ球subsetsのDR抗原発現の検討．消化器と免疫 21: 33-37, 1988. 

浅田修二、松本章夫、奥村泰啓、土肥多恵子、斉藤 治、鄭 鳳鉉、島本史夫、蘆田 潔、阿部

和夫、三好博文、平田一郎、大柴三郎. 酸分泌抑制剤長期投与後の胃粘液量変化．Cytoprotection 
& biology 49-57, 1988. 
平田一郎、三好博文、大坂直文、奥村泰啓、林 勝吉、折野真哉、鄭 鳳鉉、斉藤 治、蘆田 潔、

阿部和夫、白木正裕、浅田修二、大柴三郎、奥村健三. 慢性胃炎の急性増悪期に対する Pirenzepine
および Trimebutine 併用療法の臨床評価．基礎と臨床 22: 2217-2226, 1988. 
蘆田 潔、大柴三郎. Omeprazole の胃潰瘍および十二指腸潰瘍患者における血漿中濃度ならび

に臨床効果の検討．薬理と治療 16:671-678, 1988. 
 
1987 年 
浅田修二、松本章夫、奥村泰啓、鍋島敏也、鄭鳳鉉、蘆田 潔、白木正裕、三好博文、平田一郎、



大柴三郎. インドメサシン潰瘍－粘液を中心に－．実験潰瘍（編集者：中沢三郎） p125-136 1987
年医学図書出版. 
蘆田 潔、大柴三郎. H2 ブロッカーによる標準的潰瘍治療モデル－薬剤の選択・投与法・維持

療法－．消化器病セミナー28 H2 ブロッカーと消化性潰瘍－治療法の進歩と手術適応の変貌－ 
（編集者：竹本忠良）p93-106 1987 年 ヘルス出版. 
三好博文、鄭 鳳鉉、林 勝吉、松本章夫、大坂直文、橋村直隆、進藤博昭、奥村泰啓、田中雅

也、長野文昭、鍋島敏也、高島哲哉、折野真哉、蘆田 潔、浅田修二、白木正裕、岩越一彦、平

田一郎、大柴三郎. 食道静脈瘤の経内視鏡的硬化療法の合併症とその対策．Gastroenterol 
Endosc 29: 675-682, 1987. 
蘆田 潔、林 勝吉、折野真哉、浅田修二、白木正裕、三好博文、平田一郎、大柴三郎. 急性胃

病変の臨床的検討－内視鏡的経過観察を含めて－．Gastroenterol Endosc 29: 645-653, 1987. 
蘆田 潔、安藤三男、名木田 章、折野真哉、田中 実、林 勝吉、白木正裕、浅田修二、平田

一郎、大柴三郎. 小児の胃・十二指腸潰瘍の臨床的検討－再発を含めて－．Gastroenterol Endosc 
29: 1728-1737, 1987. 
浅田修二、平田一郎、鄭 鳳鉉、奥村泰啓、白木正裕、三好博文、蘆田 潔、松本章夫、大柴三

郎. 胃酸分泌刺激時および抑制時の胃粘液量．Progress in Medicine 7: 455‐461, 1987. 
蘆田 潔、名木田 章、奥村泰啓、大柴三郎. 小児の胃・十二指腸潰瘍の治療と経過．消化器

科 6: 366-370, 1987. 

蘆田 潔、大柴三郎. 十二指腸潰瘍. 臨床と薬物治療 6: 95-99, 1987. 

蘆田 潔、小山茂樹、木津 稔、高田 洋、大柴三郎. 膵管癒合不全症の背側膵にみられた膵癌

の1例． Gastroenterol Endos 29: 311-317, 1987. 

高雄雄二郎、蘆田 潔、多田秀樹、黎 維明、平田一郎、竹田喜信、大柴三郎、常田 実、中田

勝次. 膵管非癒合に合併した膵癌の1例．Gastroenterol Endos 29: 2272-2277, 1987.  

Asada S, Shiraki M, Okumura Y, Ashida K, Orino S, Hayashi K, Hirata I, Ohshiba S.  Volume 

of gastric mucus after stimulation and inhibition of secretion of gastric acid. 

Cytoprotection and cytobiology 255-262, 1987.  

Asada S, Matsumoto A, Okumura Y, Nabeshima T, Tei H, Saitoh O, Miyoshi H, Shiraki M, Ashida 

K, Hirata I, Ohshiba. Gastric mucosal injuries caused by non-steroidal anti-inflammatory 

drugs (NSAIDs) and changes of mucus volume. Cytoprotection and cytobiology 269-277, 1987. 

浅田修二、白木正裕、奥村泰啓、松本章夫、蘆田 潔、折野真哉、林 勝吉、平田一郎、岩越一

彦、大柴三郎. 胃酸分泌刺激時および抑制時の胃粘液量．Cyto-protection & biology 4: 211-221, 
1987. 
浅田修二、松本章夫、奥村泰啓、鄭 鳳鉉、斉藤 治、三好博文、白木正裕、蘆田 潔、平田一

郎、大柴三郎. 非ステロイド系抗炎症剤（NSAID）による胃粘膜障害と粘液量．Cyto-protection 
& biology 4: 261-269, 1987. 
三好博文、鄭 鳳鉉、林 勝吉、松本章夫、奥村泰啓、大坂直文、辻口比登美、浅田修二、白木

正裕、蘆田 潔、折野真哉、平田一郎、津本清次、大柴三郎. 食道静脈瘤硬化療法における血色

素尿に対するハプトグロビン静注の効果．医学と薬学 17: 1316-1317, 1987. 
 
1986 年 
大柴三郎、蘆田 潔. 抗潰瘍剤の選択について．消化性潰瘍の新しい展開（編集者：北島政樹、

中村紀夫、三崎文夫）p377-389 1986 年 蟹書房. 
大柴三郎、白木正裕、蘆田 潔. 胃潰瘍の治癒判定と薬物療法のあり方．胃粘膜防御機構とソフ

ァルコン（編集者：竹本忠良）p202-212 1986 年 ﾒﾃﾞｨｶﾙﾄﾘﾋﾞｭｰﾝ. 
蘆田 潔、大柴三郎. 胃十二指腸潰瘍の内視鏡診断．臨牀 VISUAL MOOK 4, 胃十二指腸潰瘍

（編集者：高橋俊雄） p68-83 1986 年 金原出版. 



浅田修二、白木正裕、平田一郎、三好博文、阿部和夫、蘆田 潔、折野真哉、鄭 鳳鉉、林 勝

吉、奥村泰啓、大坂直文、大柴三郎. 胃粘液の画像解析－リン脂質を含めて－．胃と腸 21: 
1173-1181, 1986. 
白木正裕、林 勝吉、岩越一彦、浅田修二、阿部和夫、蘆田 潔、折野真哉、島本史夫、岡 博

行、三好博文、大柴三郎. Videoendoscope system の使用経験．Gastroenterol Endosc 28: 
402-407, 1986. 
三好博文、鄭鳳鉉、島本史夫、浅田修二、白木正裕、阿部和夫、蘆田 潔、折野真哉、林 勝吉、

岩越一彦、大柴三郎 . 食道静脈瘤の経内視鏡的硬化療法－Ethanolamine oreate と

Polidocanol(Aethoxysklerol)の比較．Gastroenterol Endosc 28: 290-297, 1986. 
蘆田 潔、折野真哉、白木正裕、浅田修二、平田一郎、大柴三郎. 再発の関連性からみた十二指

腸潰瘍のステージ分類．消化器科 5: 42-48, 1986. 
蘆田 潔、大柴三郎. 十二指腸潰瘍の薬物療法．臨床消化器内科 1: 1275-1284, 1986. 
蘆田 潔、大柴三郎. 壁細胞受容体拮抗剤．Pharma Medica 4: 27-31, 1986.  

津 本 清 次 、 糠 谷 伝 一 、 東 野  健 、 蘆 田  潔 、 折 野 真 哉 、 陰 山  克 、 大 柴 三

郎.Cis-diamminedichloroplatium(CDDP), Tamoxifen 併用療法に効果を示した Krukenberg 腫

瘍の 2 例. 基礎と臨床 20: 256-262, 1986. 
蘆田 潔、折野真哉、大柴三郎. 特殊な治癒経過をたどった胃潰瘍の１例．胃と腸 21:1050-1052, 

1986. 

多田秀樹、蘆田 潔、三好博文、黎 維明、糠谷伝一、中川 憲、竹田喜信、大柴三郎. Nd-YAG

レーザー照射により排石し得た総胆管結石の2例．Gastroenterol Endos 28: 3146-3151, 1986. 

植田益代、竹田喜信、多田秀樹、築山順一、蘆田 潔、大柴三郎. 膵胆管合流異常を伴った若年

性急性膵炎の 1 例．胆と膵 7: 1065-1070, 1986. 
 
1985 年 
島本史夫、阿部和夫、岩越一彦、浅田修二、岡 博行、白木正裕、三好博文、蘆田 潔、折野真

哉、林 勝吉、荒木清子、大柴三郎. 胃癌患者の臨床的検討－特に自覚症状と病悩期間について

－．大阪医科大学雑誌 44：106-110､ 1985. 
長野文昭、蘆田 潔、三好博文、島本史夫、林 勝吉、岩越一彦、大柴三郎. 上部消化管出血の

臨床的検討．大阪医科大学雑誌 44：455-459､1985. 
島本史夫、阿部和夫、岩越一彦、蘆田 潔、折野真哉、林 勝吉、大柴三郎. Skin markerと考

えられる紅班性皮疹を伴った胃癌の１例．Gastroenterol Endos 27: 1785-1790, 1985. 

大薮 博、蘆田 潔、津本清次、陰山 克、大柴三郎. 血液疾患および膠原病に合併した上部消

化管の潰瘍性病変に対するCimetidineの使用経験．診療と新薬22：1278-1286, 1985. 

竹本忠良、岡崎幸紀、並木正義、水島和雄、石川 誠、佐藤純一、常岡健二、渡辺 昴、川井啓

市、大柴三郎、蘆田 潔. 胃潰瘍および十二指腸潰瘍に対するRanitidineの1日1回300mg就寝前

投与法の臨床的有用性の検討－Pilot Study成績－．臨床成人病 15: 1589-1602, 1985. 
 

1984年 

蘆田 潔、木津 稔、高田 洋、高田 洋. 小児消化器疾患における内視鏡検査の意義．

Gastroenterol Endsc 26: 393-396, 1984. 

 

1983年 

蘆田 潔、木津 稔、高田 洋、加藤大典. アルゴンレーザーHpD光科学治療をおこなったⅡa

＋Ⅱc型直腸癌の1例．Gastroenterol Endos 25: 1400-1404, 1983. 

陰山 克、大薮 博、蘆田 潔、津本清次、磯田幸太郎、浜本祐二.脊髄横断症状を呈した慢性

骨髄性白血病の急性転化の１例．大阪医科大学雑誌 42:86-93, 1983. 



木津 稔、蘆田 潔、高田 洋、加藤大典. アルゴンレーザーによる胃癌および直腸癌のHpD光

化学治療．第3回日本レーザー医学会誌・大会号 515-522, 1983.  

 

1982年 

蘆田 潔、岩越一彦、正宗 研、平田一郎、浅田修二、大柴三郎、黒川彰夫. びまん浸潤型大腸

癌の1例．胃と腸 17: 435-440, 1982. 
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